
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電解質の両側にそれぞれ電極を設けた電解質・電極構造体と、前記電解質・電極構造体
を挟持する一対のセパレータとを備え、前記電解質・電極構造体に対向するセパレータ面
内に形成された 反応ガス流路に、前記セパレータに積層方向に貫通して設けられた
１つの 供給側連通孔および複数の 排出側連通孔か 化剤ガ 供
給および排出する

燃料電池であって、
　前記 反応ガス流路は、少なくとも２つに分割された反応ガス流路域と、
　１つの前記 供給側連通孔に連通して前記分割された反応ガス流路域に前記

ガスを供給する少なくとも２つのバッファ部と、
　を備え、
　
　

　
　各反応ガス流路域は、複数本 路を備え
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一方の
酸化剤ガス 酸化剤ガス ら酸 スを

とともに、他方の反応ガス流路に、前記セパレータに積層方向に貫通し
て設けられた１つの燃料ガス供給側連通孔および複数の燃料ガス排出側連通孔から燃料ガ
スを供給および排出する

一方の
酸化剤ガス 酸

化剤

前記他方の反応ガス流路は、少なくとも２つに分割された反応ガス流路域と、
１つの前記燃料ガス供給側連通孔に連通して前記分割された反応ガス流路域に前記燃料

ガスを供給する少なくとも２つのバッファ部と、
を備え、

の流 、
前記セパレータの一方の辺には、中央部に前記酸化剤ガス供給側連通孔と、
前記酸化剤ガス供給側連通孔の両側に前記燃料ガス排出側連通孔と、



　
　

　
　
　

ることを特徴とする燃料電池。
【請求項２】
　請求項１記載の燃料電池において、各反応ガス流路域は、複数本の蛇行する反応ガス流
路を備えることを特徴とする燃料電池。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、電解質の両側にそれぞれ電極を設けた電解質・電極構造体と、前記電解質・電
極構造体を挟持する一対のセパレータとを設けた燃料電池に関する。
【０００２】
【従来の技術】
例えば、固体高分子型燃料電池は、高分子イオン交換膜（陽イオン交換膜）からなる電解
質膜の両側に、それぞれアノード側電極およびカソード側電極を対設した電解質（電解質
膜）・電極構造体を、セパレータによって挟持することにより構成されている。この種の
燃料電池は、通常、電解質・電極構造体およびセパレータを所定の数だけ積層することに
より、燃料電池スタックとして使用されている。
【０００３】
この燃料電池において、アノード側電極に供給された燃料ガス、例えば、主に水素を含有
するガス（以下、水素含有ガスともいう）は、触媒電極上で水素がイオン化され、電解質
を介してカソード側電極側へと移動する。その間に生じた電子が外部回路に取り出され、
直流の電気エネルギとして利用される。なお、カソード側電極には、酸化剤ガス、例えば
、主に酸素を含有するガスあるいは空気（以下、酸素含有ガスともいう）が供給されてい
るために、このカソード側電極において、水素イオン、電子および酸素が反応して水が生
成される。
【０００４】
上記の燃料電池では、セパレータの面内に、アノード側電極に対向して燃料ガスを流すた
めの燃料ガス流路（反応ガス流路）と、カソード側電極に対向して酸化剤ガスを流すため
の酸化剤ガス流路（反応ガス流路）とが設けられている。さらに、この種の燃料電池では
、反応ガス流路に反応ガスである酸化剤ガスおよび燃料ガスを流すための連通孔が、電解
質・電極構造体およびセパレータの積層方向に貫通して設けられた内部マニホールドが採
用されている。
【０００５】
この場合、所望の発電機能を維持するために、それぞれのセパレータの面内には、アノー
ド側電極およびカソード側電極の発電面全面にわたって燃料ガスおよび酸化剤ガスを供給
する必要がある。このため、セパレータには、長尺な燃料ガス流路および酸化剤ガス流路
が蛇行するように設けられたり、多数本の流路溝からなる燃料ガス流路および酸化剤ガス
流路が設けられたりしている。
【０００６】
ところが、セパレータの面内に発電面全面にわたって設けられた反応ガス流路に、セパレ
ータに形成された連通孔から反応ガスを均一に供給することは極めて困難である。これに
より、特に連通孔から離間する部分に反応ガスが十分に供給されず、前記反応ガスの分配
不均一が惹起されて濃度過電圧が上昇するという問題がある。
【０００７】
そこで、この種の問題を解決するために、例えば、特開２００１－２５０５６８号公報に
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が設けられ、
前記セパレータの前記一方の辺に対向する他方の辺には、中央部に前記燃料ガス供給側

連通孔と、
前記燃料ガス供給側連通孔の両側に前記酸化剤ガス排出側連通孔と、
が設けられるとともに、
前記反応ガス流路である酸化剤ガス流路と燃料ガス流路とは、互いに対向流を構成しか

つ同一形状に設定され



開示された固体高分子型燃料電池の集電板が知られている。この従来技術では、図７に示
すように、集電板１の陰極（図示せず）に対向する一方の積層面には、上下に２分割され
た燃料ガス通路２ａ、２ｂが設けられるとともに、この集電板１の陽極（図示せず）に対
向する他方の積層面には、同様に、上下に２分割された酸化剤ガス通路（図示せず）が形
成されている。
【０００８】
集電板１の一端部には、燃料ガス通路２ａ、２ｂに燃料ガスを供給する供給側連通孔であ
る第１および第２吸気孔３ａ、３ｂと、図示しない酸化剤ガス通路から酸化剤ガスを排出
するための排出側連通孔である第１および第２排気孔４ｃ、４ｄと、給水孔５ａとが形成
されている。集電板１の他端部には、燃料ガス通路２ａ、２ｂから燃料ガスを排出するた
めの排出側連通孔である第１および第２排気孔３ｃ、３ｄと、図示しない酸化剤ガス通路
に酸化剤ガスを供給するための供給側連通孔である第１および第２吸気孔４ａ、４ｂと、
排水孔５ｂとが形成されている。
【０００９】
燃料ガス通路２ａ、２ｂは、第１および第２吸気孔３ａ、３ｂ側から水平方向に直線的に
延在する複数本の平行溝６ａ、６ｂと、第１および第２排気孔３ｃ、３ｄ側に近接するバ
ッファ部（格子溝）７ａ、７ｂとにより所定の流路溝を構成している。第１および第２吸
気孔３ａ、３ｂ側にも、平行溝６ａ、６ｂの端部に対応してバッファ部（空間部）７ｃ、
７ｄが設けられている。
【００１０】
このように、集電板１には、上下に２分割された、すなわち、上下方向に幅狭に構成され
た燃料ガス通路２ａ、２ｂが設けられるとともに、前記燃料ガス通路２ａ、２ｂに燃料ガ
スを供給する第１および第２吸気孔３ａ、３ｂと、該燃料ガス通路２ａ、２ｂから燃料ガ
スを排出するための第１および第２排気孔３ｃ、３ｄとが設けられている。従って、第１
および第２吸気孔３ａ、３ｂから燃料ガス通路２ａ、２ｂに沿って燃料ガスを良好に供給
することができ、集電板１の発電面全面にわたって燃料ガスの分配性の向上を図ることが
可能になる。
【００１１】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記の従来技術では、燃料ガスを供給するために２つの供給側連通孔（第
１および第２吸気孔３ａ、３ｂ）が設けられるとともに、燃料ガスを排出するために２つ
の排出側連通孔（第１および第２排気孔３ｃ、３ｄ）が設けられている。さらに、酸化剤
ガスを供給するために２つの供給側連通孔（第１および第２吸気孔４ａ、４ｂ）が設けら
れるとともに、酸化剤ガスを排出するために２つの排出側連通孔（第１および第２排気孔
４ｃ、４ｄ）が設けられている。
【００１２】
これにより、反応ガスを供給および排出するための連通孔数が、従来の構成に比べて２倍
に増加してしまい、マニホールドが大型化および複雑化するという問題が指摘されている
。しかも、連通孔をシールするためのシール部材では、シール部分が増加してシール面積
が増加してしまう。このため、電極面の利用率が低下するという問題がある。
【００１３】
本発明はこの種の問題を解決するものであり、簡単かつ小型な構成で、発電面全面に沿っ
て反応ガスを均一かつ良好に供給することが可能な燃料電池を提供することを目的とする
。
【００１４】
【課題を解決するための手段】
　本発明の請求項１に係る燃料電池では、電解質・電極構造体に対向するセパレータ面内
に形成された 反応ガス流路に、セパレータに積層方向に貫通して設けられた１つの

供給側連通孔および複数の 排出側連通孔か 化剤ガ 供給およ
び排出されるとともに、
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一方の
酸化剤ガス 酸化剤ガス ら酸 スが

他方の反応ガス流路に、前記セパレータに積層方向に貫通して設



反応ガス流路は、少なくとも２つに分割された反
応ガス流路域と、１つの 供給側連通孔に連通して前記分割された反応ガス流路
域に を供給する少なくとも２つのバッファ部とを備え、

各反応ガス流路域は、複数本 路を備えている。

【００１５】
このように、１つの供給側連通孔に対して少なくとも２つのバッファ部が設けられている
。従って、セパレータに供給側連通孔およびバッファ部をそれぞれ二対ずつ備える従来の
構成に比べ、同様の反応ガス分配性を確保しながら、マニホールドの小型化および簡素化
を図ることができるとともに、シール面積が低減される。これにより、電極面の利用率が
有効に向上する。
【００１６】
【発明の実施の形態】
図１は、本発明の第１の実施形態に係る燃料電池１０の要部分解斜視図であり、図２は、
前記燃料電池１０の一部断面図である。
【００１７】
燃料電池１０は、電解質膜・電極構造体（電解質・電極構造体）１４と、前記電解質膜・
電極構造体１４を挟持する第１および第２セパレータ１６、１８とを備える。電解質膜・
電極構造体１４と第１および第２セパレータ１６、１８との間には、後述する連通孔の周
囲および電極面（発電面）の外周を覆って、ガスケット等のシール部材１９が介装されて
いる。
【００１８】
電解質膜・電極構造体１４と第１および第２セパレータ１６、１８の積層方向（図１中、
矢印Ａ方向）に交差する矢印Ｂ方向（図１中、水平方向）の一端縁部には、積層方向に互
いに連通して、酸化剤ガス、例えば、酸素含有ガスを供給するための酸化剤ガス供給側連
通孔２０が矢印Ｃ方向（図１中、鉛直方向）に延在して設けられる。酸化剤ガス供給側連
通孔２０の上下両側には、燃料ガス、例えば、水素含有ガスを排出するための第１および
第２燃料ガス排出側連通孔２２ａ、２２ｂが設けられる。
【００１９】
電解質膜・電極構造体１４と第１および第２セパレータ１６、１８の矢印Ｂ方向の他端縁
部には、矢印Ａ方向に互いに連通して、燃料ガスを供給するための燃料ガス供給側連通孔
２４が矢印Ｃ方向（図１中、鉛直方向）に延在して設けられる。燃料ガス供給側連通孔２
４の上下両側には、酸化剤ガスを排出するための第１および第２酸化剤ガス排出側連通孔
２６ａ、２６ｂが設けられる。
【００２０】
電解質膜・電極構造体１４と第１および第２セパレータ１６、１８の下端縁部には、純水
やエチレングリコールやオイル等の冷却媒体を供給するための冷却媒体供給側連通孔２８
が設けられるとともに、上端縁部には、冷却媒体を排出するための冷却媒体排出側連通孔
３０が設けられる。
【００２１】
電解質膜・電極構造体１４は、例えば、パーフルオロスルホン酸の薄膜に水が含浸されて
なる固体高分子電解質膜（電解質）３２と、該固体高分子電解質膜３２を挟持するアノー
ド側電極３４およびカソード側電極３６とを備える。アノード側電極３４およびカソード
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けられた１つの燃料ガス供給側連通孔および複数の燃料ガス排出側連通孔から燃料ガスが
供給および排出される。そして、一方の

酸化剤ガス
酸化剤ガス 他方の反応ガス流体は

、少なくとも２つに分割された反応ガス流路域と、１つの燃料ガス供給側連通孔に連通し
て前記分割された反応ガス流路域に燃料ガスを供給する少なくとも２つのバッファ部とを
備え、 の流 さらに、セパレータの一方の辺
には、中央部に酸化剤ガス供給側連通孔と、前記酸化剤ガス供給側連通孔の両側に燃料ガ
ス排出側連通孔とが設けられ、前記セパレータの前記一方の辺に対向する他方の辺には、
中央部に燃料ガス供給側連通孔と、前記燃料ガス供給側連通孔の両側に酸化剤ガス排出側
連通孔とが設けられるとともに、反応ガス流路である酸化剤ガス流路と燃料ガス流路とは
、互いに対向流を構成しかつ同一形状に設定される。



側電極３６は、カーボンペーパー等からなるガス拡散層と、白金合金が表面に担持された
多孔質カーボン粒子が前記ガス拡散層の表面に一様に塗布されてなる電極触媒層とをそれ
ぞれ有する。
【００２２】
図１および図３に示すように、第１セパレータ１６のカソード側電極３６に対向する面１
６ａには、前記カソード側電極３６に沿って酸化剤ガスを供給するための酸化剤ガス流路
（反応ガス流路）３８が形成される。酸化剤ガス流路３８は、複数、例えば、２つに分割
された第１および第２酸化剤ガス流路域（反応ガス流路域）４０ａ、４０ｂと、１つの供
給側連通孔である酸化剤ガス供給側連通孔２０に連通して前記第１および第２酸化剤ガス
流路域４０ａ、４０ｂに酸化剤ガスを供給する第１および第２バッファ部４２ａ、４２ｂ
とを備える。
【００２３】
第１および第２酸化剤ガス流路域４０ａ、４０ｂは、それぞれ矢印Ｂ方向に平行に延在す
る所定本数の直線流路４４ａ、４４ｂを備えている。直線流路４４ａ、４４ｂの上流端は
、第１および第２バッファ部４２ａ、４２ｂを介して酸化剤ガス供給側連通孔２０に連通
する。直線流路４４ａ、４４ｂの下流端は、第３および第４バッファ部４２ｃ、４２ｄを
介して第１および第２酸化剤ガス排出側連通孔２６ａ、２６ｂに連通する。第１乃至第４
バッファ部４２ａ～４２ｄには、例えば、それぞれエンボス部４６が設けられている。
【００２４】
図４に示すように、第２セパレータ１８のアノード側電極３４に対向する面１８ａには、
前記アノード側電極３４に沿って燃料ガスを供給するための燃料ガス流路（反応ガス流路
）４８が形成される。燃料ガス流路４８は、複数、例えば、２つに分割された第１および
第２燃料ガス流路域（反応ガス流路域）５０ａ、５０ｂと、１つの供給側連通孔である燃
料ガス供給側連通孔２４に連通して前記第１および第２燃料ガス流路域５０ａ、５０ｂに
燃料ガスを供給する第１および第２バッファ部５２ａ、５２ｂとを備える。
【００２５】
第１および第２燃料ガス流路域５０ａ、５０ｂは、それぞれ矢印Ｂ方向に平行に延在する
所定本数の直線流路５４ａ、５４ｂを備えている。直線流路５４ａ、５４ｂの上流端は、
第１および第２バッファ部５２ａ、５２ｂを介して燃料ガス供給側連通孔２４に連通する
。直線流路５４ａ、５４ｂの下流端は、第３および第４バッファ部５２ｃ、５２ｄを介し
て第１および第２燃料ガス排出側連通孔２２ａ、２２ｂに連通する。第１乃至第４バッフ
ァ部５２ａ～５２ｄは、例えば、それぞれエンボス部５６を設けている。
【００２６】
図１および図５に示すように、第２セパレータ１８の面１８ａとは反対の面１８ｂには、
冷却媒体流路５８が設けられる。この冷却媒体流路５８は、鉛直方向（矢印Ｃ方向）に平
行に延在する所定本数の直線流路６０を設けている。直線流路６０の両端は、冷却媒体供
給側連通孔２８と、冷却媒体排出側連通孔３０とに連通している。シール部材１９の中央
部には、アノード側電極３４およびカソード側電極３６に対応して開口部６２が形成され
ている（図１参照）。
【００２７】
このように構成される燃料電池１０の動作について、以下に説明する。
【００２８】
図１に示すように、燃料電池１０内には、水素含有ガス等の燃料ガスと、酸素含有ガスで
ある空気等の酸化剤ガスと、純水やエチレングリコールやオイル等の冷却媒体とが供給さ
れる。矢印Ａ方向に連通している酸化剤ガス供給側連通孔２０に供給された酸化剤ガスは
、図１および図３に示すように、第１セパレータ１６の酸化剤ガス流路３８に導入される
。
【００２９】
具体的には、酸化剤ガス供給側連通孔２０には、酸化剤ガス流路３８を構成する第１およ
び第２バッファ部４２ａ、４２ｂが連通しており、この酸化剤ガス供給側連通孔２０から
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前記第１および第２バッファ部４２ａ、４２ｂに酸化剤ガスが供給される。第１および第
２バッファ部４２ａ、４２ｂは、第１および第２酸化剤ガス流路域４０ａ、４０ｂに連通
している。このため、酸化剤ガスは、第１および第２酸化剤ガス流路域４０ａ、４０ｂに
設けられているそれぞれの直線流路４４ａ、４４ｂを介して矢印Ｂ１方向に移動し、電解
質膜・電極構造体１４を構成するカソード側電極３６に沿って供給される。
【００３０】
一方、燃料ガスは、図４に示すように、矢印Ａ方向に連通している燃料ガス供給側連通孔
２４から燃料ガス流路４８に導入される。この燃料ガス流路４８は、燃料ガス供給側連通
孔２４に連通する第１および第２バッファ部５２ａ、５２ｂを備えており、燃料ガスは、
前記第１および第２バッファ部５２ａ、５２ｂを介して第１および第２燃料ガス流路域５
０ａ、５０ｂに供給される。
【００３１】
燃料ガスは、第１および第２燃料ガス流路域５０ａ、５０ｂを構成するそれぞれの直線流
路５４ａ、５４ｂに沿って矢印Ｂ２方向（矢印Ｂ１方向とは逆方向）に移動し、電解質膜
・電極構造体１４を構成するアノード側電極３４に沿って供給される。
【００３２】
従って、各電解質膜・電極構造体１４では、カソード側電極３６に供給される酸化剤ガス
と、アノード側電極３４に供給される燃料ガスとが、電極触媒層内で電気化学反応により
消費され、発電が行われる（図２参照）。
【００３３】
次いで、カソード側電極３６に供給されて消費された酸化剤ガスは、第３および第４バッ
ファ部４２ｃ、４２ｄを介して第１および第２酸化剤ガス排出側連通孔２６ａ、２６ｂに
排出される（図３参照）。同様に、アノード側電極３４に供給されて消費された燃料ガス
は、第３および第４バッファ部５２ｃ、５２ｄを介して第１および第２燃料ガス排出側連
通孔２２ａ、２２ｂに排出される（図４参照）。
【００３４】
また、図１および図５に示すように、冷却媒体供給側連通孔２８に供給された冷却媒体は
、第２セパレータ１８の冷却媒体流路５８に導入される。この冷却媒体は、直線流路６０
に沿って鉛直上方向に移動し、電解質膜・電極構造体１４を冷却した後、冷却媒体排出側
連通孔３０に排出される。
【００３５】
この場合、第１の実施形態では、図３に示すように、第１セパレータ１６の面１６ａに形
成された酸化剤ガス流路３８が、少なくとも２つに分割された第１および第２酸化剤ガス
流路域４０ａ、４０ｂと、酸化剤ガス供給側連通孔２０に連通して前記第１および第２酸
化剤ガス流路域４０ａ、４０ｂに酸化剤ガスを供給する第１および第２バッファ部４２ａ
、４２ｂとを備えている。
【００３６】
　このように、１つの酸化剤ガス供給側連通孔２０に対して少なくとも２つの第１および
第２バッファ部４２ａ、４２ｂが設けられている。その際、酸化剤ガス供給側連通孔２０
から第１および第２バッファ部４２ａ、４２ｂの端部までが いため、前記酸化剤ガス供
給側連通孔２０から離間する第１および第２酸化剤ガス流路域４０ａ、４０ｂの端部側に
も、酸化剤ガスが十分に供給される。
【００３７】
このため、酸化剤ガス供給側連通孔２０から第１および第２バッファ部４２ａ、４２ｂを
介して第１および第２酸化剤ガス流路域４０ａ、４０ｂの全体にわたって前記酸化剤ガス
が良好に導入される。従って、酸化剤ガス流路３８の全域にわたり酸化剤ガスを均一に分
配することができ、例えば、濃度過電圧の上昇を有効に抑えることができるという効果が
得られる。
【００３８】
しかも、単一の酸化剤ガス供給側連通孔２０を備え、この酸化剤ガス供給側連通孔２０に
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第１および第２バッファ部４２ａ、４２ｂが連通している。このため、第１および第２バ
ッファ部４２ａ、４２ｂにそれぞれ個別の酸化剤ガス供給側連通孔を連通する構成に比べ
、同様の酸化剤ガス分配性を確保しながら、酸化剤ガスマニホールドの小型化および簡素
化を図ることができるとともに、シール部材１９によるシール面積が低減される。これに
より、電極面の利用率が有効に向上するという利点が得られる。
【００３９】
一方、第２セパレータ１８では、図４に示すように、同様に、単一の燃料ガス供給側連通
孔２４に第１および第２バッファ部５２ａ、５２ｂが連通して設けられている。従って、
燃料ガス流路４８の全域にわたり燃料ガスを均一に分配し得るとともに、燃料ガスマニホ
ールドを小型化かつ簡素化して、電極面の利用率の向上を図ることが可能になる。
【００４０】
図６は、本発明の第２の実施形態に係る燃料電池を構成する第１セパレータ７０の一部正
面説明図である。なお、第１の実施形態に係る燃料電池１０を構成する第１セパレータ１
６と同一の構成要素には同一の参照符号を付して、その詳細な説明は省略する。
【００４１】
第１セパレータ７０の電極面側の面７０ａには、酸化剤ガス流路（反応ガス流路）７２が
形成される。この酸化剤ガス流路７２は、複数、例えば、２つに分割された第１および第
２酸化剤ガス流路域（反応ガス流路域）７４ａ、７４ｂと、酸化剤ガス供給側連通孔２０
に連通して前記第１および第２酸化剤ガス流路域７４ａ、７４ｂに酸化剤ガスを供給する
第１および第２バッファ部７６ａ、７６ｂとを備える。
【００４２】
第１および第２酸化剤ガス流路域７４ａ、７４ｂは、鉛直方向（矢印Ｃ方向）に蛇行しな
がら水平方向（矢印Ｂ方向）に延在する所定本数の蛇行流路７８ａ、７８ｂを備えている
。蛇行流路７８ａ、７８ｂの上流端は、第１および第２バッファ部７６ａ、７６ｂを介し
て酸化剤ガス供給側連通孔２０に連通する。蛇行流路７８ａ、７８ｂの下流端は、第３お
よび第４バッファ部７６ｃ、７６ｄを介して第１および第２酸化剤ガス排出側連通孔２６
ａ、２６ｂに連通する。
【００４３】
なお、図示していないが、第２セパレータ１８側にも同様に、蛇行流路を備えた燃料ガス
流路が形成されている。
【００４４】
このように構成される第２の実施形態では、第１の実施形態に用いられた直線流路４４ａ
、４４ｂに代替して、蛇行流路７８ａ、７８ｂが設けられており、酸化剤ガスが第１およ
び第２酸化剤ガス流路域７４ａ、７４ｂに沿って蛇行しながらカソード側電極（図示せず
）に沿って供給される。従って、図示しないカソード側電極の全面に沿って酸化剤ガスを
均一かつ確実に供給することができ、第１の実施形態と同様の効果が得られる。
【００４５】
なお、第１および第２の実施形態では、第１および第２セパレータ１６（７０）、１８に
、２つに分割された第１および第２酸化剤ガス流路域４０ａ、４０ｂ（７４ａ、７４ｂ）
と、第１および第２燃料ガス流路域５０ａ、５０ｂとが独立して設けられているが、これ
に限定されるものではない。例えば、この種の反応ガス流路域を３分割、４分割または５
分割以上に独立して構成してもよい。その際、特に分割数を偶数に設定すると、電極面内
の反応が容易に均一化される。
【００４６】
また、アノード側電極３４およびカソード側電極３６は、それぞれ単一に構成されている
が、反応ガス流路域に対応して複数に分割して構成してもよい。これにより、電極材料を
削減することができ、経済的なものとなる。
【００４７】
【発明の効果】
本発明に係る燃料電池では、少なくとも２つに分割された反応ガス流路域と、１つの供給

10

20

30

40

50

(7) JP 4031952 B2 2008.1.9



側連通孔または排出側連通孔に連通して前記分割された反応ガス流路域に反応ガスを供給
または排出する少なくとも２つのバッファ部とが設けられている。このため、セパレータ
に各反応ガス流路域に対応して連通孔およびバッファ部をそれぞれ二対ずつ備える構成に
比べ、同様の反応ガス分配性を確保しながら、マニホールドの小型化および簡素化を図る
ことができるとともに、シール面積が低減される。これにより、電極面の利用効率が有効
に向上する。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る燃料電池の要部分解斜視図である。
【図２】前記燃料電池の一部断面図である。
【図３】前記燃料電池を構成する第１セパレータの正面説明図である。
【図４】前記燃料電池を構成する第２セパレータの一方の面の正面説明図である。
【図５】前記第２セパレータの他方の面の正面説明図である。
【図６】本発明の第２の実施形態に係る燃料電池を構成する第１セパレータの一部正面説
明図である。
【図７】従来技術に係る集電板の正面説明図である。
【符号の説明】
１０…燃料電池　　　　　　　　　１４…電解質膜・電極構造体
１６、１８、７０…セパレータ　　１９…シール部材
２０…酸化剤ガス供給側連通孔　　２２ａ、２２ｂ…燃料ガス排出側連通孔
２４…燃料ガス供給側連通孔
２６ａ、２６ｂ…酸化剤ガス排出側連通孔
２８…冷却媒体供給側連通孔　　　３０…冷却媒体排出側連通孔
３２…固体高分子電解質膜　　　　３４…アノード側電極
３６…カソード側電極　　　　　　３８、７２…酸化剤ガス流路
４０ａ、４０ｂ、７４ａ、７４ｂ…酸化剤ガス流路域
４２ａ～４２ｄ、５２ａ～５２ｄ、７６ａ～７６ｄ…バッファ部
４４ａ、４４ｂ、５４ａ、５４ｂ、６０…直線流路
４８…燃料ガス流路　　　　　　　５０ａ、５０ｂ…燃料ガス流路域
５８…冷却媒体流路　　　　　　　７８ａ、７８ｂ…蛇行流路
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

(10) JP 4031952 B2 2008.1.9



フロントページの続き

    審査官  前田　寛之

(56)参考文献  特開平０４－１４４０６９（ＪＰ，Ａ）
              特開平０１－１１２６７３（ＪＰ，Ａ）
              特開平０１－１１７２７８（ＪＰ，Ａ）
              特開平０３－２１０７７４（ＪＰ，Ａ）
              特開２００１－２５０５６８（ＪＰ，Ａ）
              特開平０６－２６７５５９（ＪＰ，Ａ）
              特開平１０－１７２５９４（ＪＰ，Ａ）
              特開２０００－０９０９４７（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              H01M   8/02
              H01M   8/10

(11) JP 4031952 B2 2008.1.9


	bibliographic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

